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１． 研究目的 

本研究の目的は、子どもの造形活動における「も

のづくり」のプロセスにおいて，子どもが素材と

どのように関わっているのかを明らかにすること

である.子どもの主体的な活動としての「ものづく

り」のプロセスをエスノグラフィーの手法を用い

て，丁寧に観察・記録・分析を行うとともに，ティ

ンカリングの視点も取り入れながら分析を進めて

いきたいと考えている. これまで，子どもの造形

活動は芸術教育の一部としての造形教育として捉

えられてきた. そのため，絵画のような表現活動

も造形活動に含まれるものであるが，本研究にお

いては造形活動の中でもとりわけ「ものづくり」

の活動に着目していきたい. 
本研究の独自性としては，保育を含む教育現場

以外の児童館やそこで開催されるアートワークシ

ョップを調査対象にしている点にある. 子どもに

とっての「ものづくり」という活動は保育園や幼

稚園での造形遊びの活動や小学校の図画工作とい

う教科の中だけで行われるわけではない. 幼児と

児童を対象にすることにより，「ものづくり」に

関しての発達段階を連続的に捉えることができる

と同時に，通常の幼児教育や小学校教育という枠

組みを超えたところから「ものづくり」を捉える

ことによって子どもにとっての「ものづくり」の

本質的な意味というものを明らかにすることがで

きると考えている. その結果から生まれる知見

は，保育園，幼稚園，小学校における造形教育に

還元できるものでもある. 
 

２． 研究実施内容 

(1) フィールドの選定 
年間を通して研究協力の得られる調査フィール

ドとして，工作室の設置がある児童館（足立区江

南住区センター：東京都足立区小台二丁目 4 番 18
号）を選定し，確保した.  

コロナ禍における児童館の利用実態としては，

通常であれば一般開放しており予約の必要がなく

利用可であるが，現状においては足立区の児童館

特例利用「ランドセル児童館」に登録している子

どもだけが来館を許可されている. 
(2) 先行研究及び文言の整理 

「ものづくり」に関する先行研究を調べ，文言

整理を行った結果，「ものづくり」を英語に変換す

ると,「craft」「making」「engineering」が該当するな

ど，いくつかの分野にまたがって扱っていること

がわかった. また,「造形活動」や「制作」という表

現ではなく,「ものづくり」という言葉で表現した

いと考えている内容に「tinkering」という概念が近

いこともわかった.  
そこで「tinkering」を足がかりにして先行研究お

よび文献を整理していくと，「tinkering」はアメリ

カで注目されている「Makers movement」と関連し

ていることがわかった. メイカームーブメントの

創始者は，サンフランシスコとのメイカー・メデ

ィア（Maker Media Inc.）の創設者であるデール・

ダハティ（Dale Dougherty）であるが，コンピュー

ター関係の仕事をしていた彼は 2005 年 DIY 的な

ものを作ることの楽しさを広げるためのイベント

「Maker Faire」を主宰し，現在に至っている. その
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内容はコンピュータ関連のもの作りに留まらず，

さまざまなつくる活動が含まれ，大人だけでなく

多くの子どもたちが参加している. ダハティの実

践をみると，本研究の中心課題である子どもたち

の＜つくる＞活動と大きく重なることがわかった.  
日本語の「ものづくり」はダハティの「making」

にかなり近いものであるが，「ものづくり」には，

一般的にいわゆる「手作り」や，伝統的な職人芸の

ようなニュアンスもあるので，本研究では「もの

づくり」ではなくダハティの「making」の直訳であ

る「つくる」という言葉を用いることにした.  
ダハティはその著書の中で，Makers movement の

教育的意義というものを強調しているが，つくる

ことの教育的意義を考える上で，幼児教育にいて

子どもたちがものと関わることの意義を示したフ

レーベル，ペスタロッチ，モンテッソーリ，そして

making の思想を実践している最近の事例として

レッジョ・エミリアの実践についても言及してい

る.また，幼児教育に留まらず，教育哲学のデュー

イや教育心理学のハワード・ガードナーの理論に

も触れている. 
このダハティの Makers movement の思想と実践

は，私の研究と大きく重なることがわかり，論文

の中で，先行研究ということに留まらず，ダハテ

ィの理念についての検討と共に子どものつくる活

動に関して，彼が言及するフレーベル，ペスタロ

ッチ，モンテッソーリ，レッジョ・エミリア，デュ

ーイ，ガードナーについても改めて検討してくこ

とにする.そのこと自体が本研究の理論的枠組み

を構築することに繋がると考えている. 
(3) 題目の再検討 

中間報告(2021.9.10)時点で，題目の再検討が必要

であることを報告し，その後，研究テーマである

子どものものづくりについて，広く検討を行った

結果，タイトルを「子どもの<つくる>活動のプロ

セスの検討-子どもは多様な素材とどのように関

わるのか- (Examination on the process of children’s 
making activities: How children interact with various 
materials)」に改めることとした.  
(4) 予備調査 
題観察者および実践者の立場で下記の２形態で

調査を実施した. 
①児童館における観察 
2022 年 6 月〜2022 年 3 月現在において，素材の

提供方法を変えるなどしながら，児童館における

観察を約 20 回実施した. 
②ワークショップの開催 
2021 年 10 月に小学生を対象にしたワークショ

ップ（20 人×2 回）を実施した. 25 種類の素材と子

ども達が自由に＜つくる＞活動を行える環境を準

備し 子どもの作るプロセスを観察した. 
(5) 観察記録 
予備調査における記録の一部 

 
  表 1．事例 1 ケーキ（小学 1 年生 女児 A） 
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表 2．事例 2 無題（小学 3 年生 男児 B） 
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めのワークショップ 
第 8 章 子どもの〈つくる〉活動を発展させ 

るためのアクション・リサーチの目 
的と方法 

第Ⅴ部 総合考察 
第 9 章 総合考察 
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３． まとめと今後の課題 

１年をかけて，先行研究の洗い出しおよび予備

調査を行い決定した論文構成を元に，次年度から

は本調査を開始する. 
今後の課題としては，コロナ禍において継続的

な本調査が保証されていない点が挙げられるが,
引き続きその時々の情勢に合わせて調査を進めて

いくこととする. 
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(6) 論文構成 

現時点では，下記の構成を予定している. 
第Ⅰ部 本研究の目的と方法 

第 1 章 本研究の目的 
第 2 章 本研究の方法 

第Ⅱ部 子どもの〈つくる〉活動に関する 
理論的枠組み 
第 3 章〈つくる〉活動に関わる諸概念の検討 
第 4 章〈つくる〉活動に関わる諸概念 
第 5 章 子どもの〈つくる〉活動はどのように 

捉えられてきたか 
第 6 章 教育における〈つくる〉活動 

第Ⅲ部 子どもの〈つくる〉活動の実態調査 
第 7 章 子どもの〈つくる〉活動の実態調査の 

目的と方法  
第Ⅳ部 子どもの〈つくる〉活動を発展させるた 


